
平成 1 4 年度 東海 ･ 北陸地区国立学校等教室系技術職員研修

情報処理コ ー ス に参加して

第 一 技術系第二班 新芙 治利

はじめに

平成1 4 年度東海 ･ 北陸地区国立学校等技術専門

職員研修情報処理 コ
ー

ス の研修は , 平成1 4 年 9

月 4 日 - 6 日の 3 日間に わたりり名古屋大学に

て 行われた ｡ この研修は , 東海 ･ 北陸地区国立

学校等の 主催に より実施され , 東海 ･ 北陸地区

の技術職員3 9 名の参加者で あっ た｡ 本学より ,

3 名の参加し技術部から新美治利, 中村勝が参

加した ｡

講習内容

第1 日目は開講式と講義が行われた ｡

『安全』 は, 愛知県労働局労働基基準部, 藤

枝氏に よる ｢職場内お ける労働安全と独立行政

法人化後の労働安全衛生法との 関わ り つ い て｣

講義が行われ た ｡

『服務』 は , 名古屋大学, 白石氏 による 講義

が行われた ｡

『名古屋大学おける情報基盤整備 に つ いて』

は､ 名古屋大学情報基盤セ ンタ
ー

, 梶田氏によ

る
,
｢名古屋大学の 情報基盤に つ いて と､ w e b

技術を用 いた教育支援シス テム W e b C r( W e b

c o u s e T b Ol) の 実用事例｣ の紹介が行われた ｡

『人と機会をつ な ぐ技術人 工眼と眼球運動イ

ンタ ー

フ ェイ ス』 は､ (秩) ニ デ ッ ク, 八木氏

名古屋大学情報基盤セ ン タ
ー

梶

田氏による ､
｢視神経 へ 人工 眼からの 情報伝達

第二技術系第四班 中村 勝

の技術に つ いて｣ の 紹介が行われた ｡

第 2 日目は ､
『 ( 実習 1 ) ハ

ー

ドウ ェ ア記述

言語によ る理論回路設計』 ,
『 (実習 2 ) デ

ー

タ通信』 ,
『 (実習 3 ) P C / A T パ ソ コ ンの組

み立て とO S イ ンス ト
ー ル』 『 (実習 3 ) 小規

模L A N の 構築』 の 3 つ コ
ー

ス に分かれ て 実習が

行われた ｡

第 3 日目は講義, 施設見学, 閉講式が行われ

た .

『ネ ッ トワ
ー クセキ ュ リティ の 動向』 は ,

(秩) イ ンタ
ー ネ ッ トイ ニ シアチ ブ, 小西氏に

ょる ｢イ ンタ
ー ネ ッ トの高速化, ユ

ー ザ増加が

もたらす問題 ( コ ン ピ ュ
ー タ ウィ ルス ･ クラ ッ

カ ー ) に つ いて｣ 講義が行われた .

『立命館大学統合情報シ ステ ム とそ の 利用例

の 紹介』 は ､
立命館大学情報工 学科, 亀井氏に

よ る ､ ｢ 立命館大学統合情報 シス テム

(R A I N B O W ) とW e b C r の実用事例｣ の 紹介が行

われた ｡

施設見学は ､ 大学敷地内の 情報文化学部計算

機室な ど関連施設を見学した ｡

おわ りに

最後に ,
この研修の 実施にお いて 日常業務以

外に多くの 時間を費や した で あろうス タ ッ フ に

深く感謝い た します｡
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